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ポーラ・ログラフに依る碓詰の研究（第2報）  

低錫平田使用権詰に放ける鉛に就て  

小 田 久  
■  
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PdarographicStudies■oncannedFoods（2ndreport）  

OnLeaddissoIvingi云th声Contentsof．aCanwithLowTinSolder  

馳00da  

Explanationwasgiveninthefir8trepOrtthatthelead dissdvinginthe contents of the  
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unmeasurabbor only1eftitsslightindication．   
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Wave ofleadinthecontentB，uSingT Mol－NaOH andIMd－Tartaricacid．  
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1 緒  官   

ポーラログラフに依る腫譜の研究第一報に於て既に鋭明せる如く、現今のSanitary膵に放ては佑  

胴接合部に使用する半田の鉛の配合割合を高度に増加しても、腫琵内容物中に移・行すると想像され  

る鉛に何ては何ら危険視する必要は無く本報告或は既報第一報の如く分析方法として進歩せるポー  

ラログヲフ法に於てすら低錫半田を使用せる為に憂慮される酵用鉛は検知し得ない程度か、或は例  

外的に検出された場合に於ても殆ど痕跡の程度であった。   

此度東渾製怖東京本社より米国製の低錫半田を使用して製造されたPineapplejuice膵許の送附  

を受けたので、此を試料として溶増給の有鰍二付て希一報の近鉄を行った。なほ他にも低錫半田を  

使用して製造された米国製の確諸製品も国内市場に見受けられる事は米国に‘於ては低錫半田をイ吏用  

しての製怖が既に普及されて居る事、及び低錫半田をSanitary感の膵順接合部用半田として使  
用する革に何ら危険視する要のない軍を如実に物語って屠る。低錫半田をSanitary腫に使用し得  

ると云う串は重要物資としての錫が大いに節約され得ると云う好ましい結果にな 

● 2 爽 験 の 部  

A 低錫半田を膝胴接合部に使用せるPineapple juice膵結試料100ccを分解瓶に取b湿導的に横磯   

後硝酸に溶解せしめて此をメスフヲスコに流入して再び100ccとなし此溶液20ccを正しく取り；蕉  
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苑乾固後、此をN・NユOH20ccを二加え－こ脚寺放追使上滞液を分取し．此「水嘉ガスを通じ－こ後博ち  

にPolarograph分析を行った。此をFiglo’）下図に据影し上区∽牢番帯同一肝許よりiuicelOOcc  

を取り此に鉛溶液壱加えて5p．p．m．とした試料を党と全く同一j｝’釦二て横磯課裂衡二Polaro訂aph  

分析を行った参考試験●で才）る○  

sampk  ej血  

Supportingelectrolyte  lM－N3011  

Galv．sense．  しら  

Anodicpotential（V．S．S．C．E．）－0．21V（Jr．図）  

Iialf wave potential（〝）－0．78V（〝）  

Wave height  19．Omm．  

加電圧範囲  －0．3V一－0・9V聞  

但加唱庄拡大基遭償澗   

低錫半田を使用せるPineapplejし1ice曜詰試料し仁閲）に於1は見樹上－0・6V附近道何らRe－   

ductionwave を生じて居ない孜、若し該試料・L一に鉛が存在すろ場合には、故意に鉛溶液を混和  

した上図に示せる写新）如く見紛J∵0・65V附近「て明偲r鉛U）Reductionwaveがは衣われて来  

るすである。  

即ち此試験怖詐に於てほ鉛は全く枚如し得なかっナ∴o   

B 金属鉛を硝酸l二溶解し1・此を客先稀釈嵐二て稀釈しSupportingelectrolyteとしてIM－Tart－  

aricacidを用いて鉛0－）10p．p．m．溶液を調製L／－し水素ガスを通じた後宮flにPolarograph分析  

を行った結果をF短2にて示す  
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Pb＝ 1Op．p．m．  

1M－Tartaric add   

旭  兄0  

Sample  

Suppoting electrolyte  

Galv sense  

Anodic potential  （v．s．S．C．E．）十0．26V  

Halfwave potnetial（u  u）－0．41V  

Wave height （SenSe．◆兄0の部） 21．6mm  

加電庄範囲  0V一－1．2V問   

即ち鉛0）1M－Tcrtaricacid溶液■1】に於けるReductionwaveは見掛上－0．6V附近に契しく表  

れて来る。  

椚g2の上図はGalv．senseを鳩とし同下図は～hl二て同一試料を撤形したものである。  

C 低錫半田を弼胴横合部に使用せるPineapple juice挿話試料を、実験Aと同一方法にて壊機せ   

る試験試料及参考試料をそれぞれ20cc宛取り、蒸発乾闘彼此等を1M－TartaricacidlOccを加え   

潮時政道せろ後上澤液を分取し、此に水素ガスを通じて摸掛らにpOlarqgraph分析を行った結果   

をFig3にて示す   

Fig3の上図は参肇試料としTPb．．を添加して5p．p．m．とせるものにして、下図はPineapple juice   

情話試験料の分析図である。  
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上 図Pb叫を添加せる参考試料  
下 図Pineapple juice試験試料  

1M－Tarl：aric add   

：Ho  

＋0．24V（上図）  

－0．42V   

22．6mm  

OV一－1．2V問   

Sample．   

Supporting electrolyte  

Gal吼SenSe．  

Anodicpotential（V．S．S．C．E．）  

Half wave potential（p d）  

Wave height  

加電庄範閻  

葵験試料CのPineapplejuice坪話中に著し鉛が辞出して居るなればFig3の上図の如く（Pb・・  

を5p・p・m・加えた試料）見樹上－0・7V附近にReducti皿WaVeを生ずべきであるが、試験Pineapple  

juice礪詰試料に敬1●は、此の附近に何らReductionwaveを鑓じて居ないので、Pineapplejuice  

試験嬬芳割二放ては鉛が溶Ⅲして来て居ない車を証明している。なおFig3の上図の鉛を加えた参考  

試料は試料調製工程に敬て2培浪になって居るので、実験Co）10p．p．m．給食有液のPolarogram  

のWaveheight21．6mmと近似で加えらゴLた鉛を検出したのである。  

3 嵯  
約   

低鉱半田を使用して製造されたSanitary碓を用いて製せられた米国製Pineappleiuice抹詰に  

於て此にSupportingelectrolyteとしてIN－NaOHを＼或はIM－Tartaricacidを用いてPolarograph  

分析を行いたるに鉛のReduction waveほいづれにも生せずPineappleju！Ce中に鉛は全く検班さ  

れなかった。即ち膵詣用確の製造に於ては半田成分は、〝外部のハン．ダ及ハンダ受のハン．ダ付用ハ  

ンダは50％・・・以上鉛を含んではいけないUと法規に定められて居るが現今のSanitary膵に於ては  
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高度に機械化された精密なる製肺技術により半阻而の内容物に対する経机両横の些細なる串及び化  

学的に，よりイオン化傾向の高い鉄及び錫を材料として製造されて居る故鉛の溶出ほ理論的にも、  

突撃Polarqgraph分析を行った結鵜に放ても検出し得なかっ七o  

」臥  上  
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